
特集

SNSで防ぐ災害関連死
「Society 5.0」時代のリーダーになる！

近年，自然災害が激甚化，頻発化しており，2019(令和元)年は 3 件の激甚
災害が発生しました．2020(令和 2)年は，新型コロナウイルスの全国的な感
染拡大によって都道府県域を越えた災害時の保健師等の応援派遣が困難にな
ることが予測されるため，各自治体は災害時の避難所の運営・支援体制を確
保しておく必要があります．

観測史上最大級の令和元年台風第 15 号(令和元年房総半島台風．955 hPa，
風速 45 m/s)が上陸した千葉県では，暴風で広域な停電，断水が発生し，対
応に追われた市町村から防災システムによる被害情報が集まらず県による被
害把握と初動に支障が生じました．また，同年の台風第 19 号(令和元年東日
本台風．915 hPa，風速 55 m/s)では観測史上 1 位の記録的大雨で避難勧告
や指示を発令した都内 42 区市町村のうち，28 自治体でホームページがつな
がらず 15 自治体で避難所に収容できず，情報の収集や共有に課題が残りま
した．被災者は SNS で災害に関するさまざまな情報を発信しており，SNS
上の災害情報は，災害現場や被災者が置かれた状況，避難所の不足物資な
ど，被災者それぞれの視点から見た有益な情報源となるとされますが，災害
時，自治体職員は救護や避難所支援などで多忙を極め，SNS 情報を十分活
用できませんでした．

最近，地方自治体が災害時の「情報発信」のために，SNS を活用する事
例が増え，約 54%(941/1,741)の自治体が災害対応に SNS を利用しています
が，「情報収集手段」として SNS を活用する自治体は 1.3%(22/1,741)にすぎ
ません(内閣官房情報通信技総合戦略室)．

AI や IoT(モノのインターネット)，ビッグデータなどの革新技術を産業
や社会に取り入れることで実現する新たな未来社会の姿は「Society 5.0」と
いわれ，狩猟社会，農耕社会，工業社会，情報社会に続く，人類社会発展の
歴史における 5 番目の新しい社会の姿とされます．

本号では，近年の災害で得た教訓から学び，また，コロナ禍で社会実装の
遅れが露呈された「Society5.0」を実現しレジリエントな保健医療体制への
構造転換の展望について提言をいただきます． (「公衆衛生」編集委員会)
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